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１．2024年３月期　第２四半期（中間期）決算概要

（１）損益の状況

   ①　連結

　

（単位：百万円）

前年同期比

1 40,328          △  2,392 42,720          

2 24,984          136             24,848          

3 20,536          △  1,095 21,631          

4 6,026           280             5,746           

5 △  1,577 953             △  2,530

6 うち国債等債券損益 △  2,048 2,019           △  4,067

7 16,342          639             15,703          

8 1,880           △  2,311 4,191           

9 9,570           △  3,481 13,051          

10 6,532           △  2,775 9,307           

11 与信コスト総額（△） 1,340           678             662             

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

　　　　　　　　　　　＋（その他業務収益－その他業務費用）

　　　２．（△）は損失項目です。

（単位：百万円）

業績予想比

1 経常収益 40,328          2,628           37,700          

2 9,570           △  630 10,200          

3 6,532           △  668 7,200           

2024年3月期
中間期
実績

2024年3月期
中間期
業績予想

経常利益

親会社株主に帰属する中間純利益

親会社株主に帰属する中間純利益

業績予想（2023年5月）との比較

経常利益

株式等関係損益

役務取引等利益

その他業務利益

営業経費（△）

経常収益

連結粗利益

資金利益

2023年3月期
中間期

（前年同期実績との比較）
2024年3月期

中間期

○当中間期の連結の経営成績は、親会社株主に帰属する中間純利益が前年同期比

２７億円減少の６５億円となりました。

前年同期と比べ、役務取引等利益は増加したものの、資金利益が減少し、営業

経費や与信コストが増加しました。
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   ②　単体

（単位：百万円）

前年同期比

1 経常収益 35,242           △  2,968 38,210           

2 22,897           98               22,799           

3 20,550           △  1,097 21,647           

4 うち貸出金利息 18,005           740              17,265           

5 うち有価証券利息配当金 4,696            △  230 4,926            

6 うち投資信託解約損益 111              △  450 561              

7 うち預金等利息（△） 51               △  6 57               

8 4,433            280              4,153            

9 うち役務取引等収益 7,545            460              7,085            

10 うち役務取引等費用（△） 3,112            181              2,931            

11 その他業務利益 △  2,086 915              △  3,001

12 うち国債等債券損益 △  2,048 2,019            △  4,067

13 15,759           117              15,642           

14 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 7,137            △  19 7,156            

15 うちコア業務純益 9,185            △  2,039 11,224           

16 うちコア業務純益（除く投資信託解約損益） 9,074            △  1,589 10,663           

17 －               157 △  157

18 7,137            △  177 7,314            

19 臨時損益 1,518            △  3,524 5,042            

20 うち不良債権処理額（△） 1,964            801              1,163            

21 うち貸倒引当金戻入益 225              225              －               

22 うち償却債権取立益 665              92               573              

23 うち株式等関係損益 1,578            △  2,613 4,191            

24 8,655            △  3,701 12,356           

25 △  36 △  22 △  14

26 法人税等合計（△） 2,646            △  855 3,501            

27 5,972            △  2,868 8,840            

28 与信コスト総額（△） 1,074            652              422              

29 7,272            477              6,795            

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益（債券５勘定尻）控除後の業務純益です。

　　　２．顧客向けサービス業務利益は、以下の通りです。

　　　　　顧客向けサービス業務利益＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費
　　　３．（△）は損失項目です。

（単位：百万円）

業績予想比

1 35,242           2,442            32,800           

2 コア業務純益 9,185            2,085            7,100            

3 コア業務純益（除く投資信託解約損益） 9,074            1,974            7,100            

4 7,137            △  263 7,400            

5 経常利益 8,655            △  845 9,500            

6 5,972            △  728 6,700            

7 1,074            174              900              与信コスト総額（△）

経常収益

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

中間純利益

業績予想（2023年５月）との比較
2024年3月期

中間期
実績

2024年3月期
中間期
業績予想

中間純利益

顧客向けサービス業務利益

特別損益

経常利益

経費（除く臨時処理分）（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

業務純益

2023年3月期
中間期

業務粗利益　

資金利益

2024年3月期
中間期

役務取引等利益

（前年同期実績との比較）

○当中間期の経営成績につきましては、本業での収益である貸出金利息や役務取引等利益が増加した一

方で、株式等関係損益が減少したことなどから、経常利益は前年同期比３７億円減少の８６億円、中

間純利益は前年同期比２８億円減少の５９億円となりました。

○「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置付けている顧客向けサービス業務利益につきまして

は、貸出金が増加したことや、役務取引等利益が増加したことなどから、前年同期比４億円増加の

７２億円となり、本業は堅調に推移しました。
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（２）主要勘定、預かり資産の状況（単体）

（単位：百万円）

1 貸出金

2 うち中小企業等貸出金

3 預金・譲渡性預金合計

4 うち個人預金

5 預かり資産残高

6 投資信託

7 国債等

（３）有価証券の状況（単体）

＜その他有価証券で時価のあるもの＞ （単位：百万円）

1 株式　

2 債券

3 その他

4 うち外国債券

5 うち投資信託

6 合計 12,999  31,089  △  29,347 △  11,258 14,761  44,109  △  18,089

△  10,618

△  11,357 17  

5,548   1,226  11,845  △  16,166 4   

6,916  

16,171  

84  23,087  1,104   1,305  23,204  △  23,003

△  4,458 1   11,358  △  6,899

999  7,311  

△  21,899

△  19,782 △  13,470 491  20,273  △  6,312

1,107   12,964  631  11,226  11,916  689  

2023年3月末比

12,333  

評価益 評価損 評価益 評価損

2023年9月末 2023年3月末

評価損益 評価損益

3,613   3,797   187  184  3,610   

141,637  

153,024  7,098   15,000  145,926  138,024  

156,821  7,284   15,184  149,537  

4,597,212  

3,173,084  14,704  24,153  3,158,380  3,148,931  

4,682,528  68,294  85,316  4,614,234  

105,315  203,183  3,609,859  3,511,991  

2,794,214  

3,715,174  

76,557  164,223  2,717,657  2,629,991  

2023年3月末 2022年9月末
2023年3月末比 2022年9月末比

（期末残高） 2023年9月末

○貸出金残高は、中小企業向け貸出が増加したことなどから、前期末比１，０５３億円増加
の３兆７，１５１億円となりました。

○預金・譲渡性預金合計は、前期末比６８２億円増加の４兆６，８２５億円となりました。

預金等

45,972 46,142 46,825
貸出金

35,119 36,098 37,151

15,000

25,000

35,000

45,000

2022/9 2023/3 2023/9

（億円）＜預金等、貸出金残高＞

投資信託

1,380
1,459 1,530

国債等

36
36 37

0

500

1,000

1,500

2,000

2022/9 2023/3 2023/9

（億円）＜預かり資産残高＞

計1,416 1,495 1,568

○当中間期は、国内外の金利上昇を主な要因として、その他有価証券評価差額が前期末比
１１２億円減少し、２９３億円の評価損となりました。
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（４）不良債権（金融再生法開示債権）の状況（単体）

　①　不良債権（金融再生法開示債権）の状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 14,417     △  285 △  72 14,702     14,489     

2 危険債権額 55,834     544        814        55,290     55,020     

3 要管理債権額 9,491      △  3,049 △  3,162 12,540     12,653     

4 小計（不良債権額） 79,743     △  2,791 △  2,420 82,534     82,163     

5 正常債権額 3,678,229  107,805    203,346    3,570,424  3,474,883  

6 合計 3,757,973  105,015    200,926    3,652,958  3,557,047  

7 再生法開示債権比率（不良債権比率） 2.12%  △  0.13㌽  △  0.18㌽ 2.25% 2.30% 

　②　保全状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 不良債権額 79,743     △  2,791 △  2,420 82,534     82,163     

2 担保・保証等 49,729     △  188 280        49,917     49,449     

3
不良債権額のうち、担保・保証等により
カバーされていない部分

30,013     △  2,603 △  2,700 32,616     32,713     

4 貸倒引当金 15,304     △  570 △  863 15,874     16,167     

5 引当率 50.9% 2.3㌽ 1.5㌽ 48.6% 49.4% 

6 保全率 81.5% 1.8㌽ 1.7㌽ 79.7% 79.8% 

2022年9月末

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

2023年9月末 2023年3月末

802 790
825

797

2.40
2.27 2.25

2.12

0.00

1.00

2.00

3.00

500

700

900

1,100

2021/3 2022/3 2023/3 2023/9

（％）（億円）

＜金融再生法開示債権・不良債権比率の推移＞

○お客さまの経営改善・事業再生に向けた本業支援活動に積極的に取り組んでいることから、

金融再生法ベースの不良債権残高は前期末比２７億円減少の７９７億円となりました。

また、不良債権比率は前期末比０．１３ポイント低下の２．１２％となりました。

○なお、当中間期末の引当率は５０．９％、保全率は８１．５％となりました。

資源高や円安、賃上げによる人件費負担の増加等の影響を踏まえ、お客さまの経営改善・事業
再生に向けた本業支援活動に一層取り組んでまいります。

不良債権比率

金融再生法開示債権残高
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（５）自己資本比率の状況

　①　連結
（単位：百万円）

2023年3月末比

1 自己資本比率（2÷5） 12.99%  △  0.04㌽ 13.03% 

2 自己資本（3－4） 223,684 6,486 217,198 

3 コア資本に係る基礎項目 243,088 6,300 236,788 

4 コア資本に係る調整項目 19,404 △  186 19,590 

5 リスク・アセット等 1,721,356 55,703 1,665,653 

6 総所要自己資本額（5×4%） 68,854 2,228 66,626 

　②　単体
（単位：百万円）

2023年3月末比

1 自己資本比率（2÷5） 12.16%  △  0.10㌽ 12.26% 

2 自己資本（3－4） 207,941 5,130 202,811 

3 コア資本に係る基礎項目 224,191 5,423 218,768 

4 コア資本に係る調整項目 16,249 292 15,957 

5 リスク・アセット等 1,708,938 55,963 1,652,975 

6 総所要自己資本額（5×4%） 68,357 2,238 66,119 

  ＜自己資本比率の推移＞

　

　　　　　（％）

2023年9月末
（速報値）

2023年3月末

2023年9月末
（速報値）

2023年3月末

10.82 

13.03 12.99

10.15 

12.26 12.16

9.00

11.00

13.00

2022/3 2023/3 2023/9

連結自己資本比率（国内基準） 単体自己資本比率（国内基準）

○自己資本比率（国内基準）につきましては、リスク・アセット等が増加したことから、

連結自己資本比率は前期末比△０．０４ポイントの１２．９９％、単体自己資本比率は

前期末比△０．１０ポイントの１２．１６％となりました。
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（６）2024年３月期　業績予想・配当予想

　①　業績予想
　

（単位：億円）

1

2

3

（単位：億円）

1

2

3 コア業務純益（除く投資信託解約損益）

4

5

6

7

　②　配当予想
　

当期純利益 １３０

与信コスト総額（△）   ２０

コア業務純益 １４５

１４５
実質業務純益（コア業務純益＋国債等債券損益） １５３
経常利益 １８６

親会社株主に帰属する当期純利益 １４３

（単体） 2024年3月期

経常収益 ６７７

（連結） 2024年3月期

経常収益 ７８２
経常利益 ２０６

業績予想につきましては、今後の経済・金融情勢等により有価証券関係損
益や与信関連費用等が変動する可能性があるため、2023年５月に公表した
予想数値を据え置きとしております。

○貸出金利息につきましては、利回りの低下傾向が続くことを想定してお
りますが、残高の増加により前期比増加することを見込んでおります。

○与信コストにつきましては、新型コロナウイルス感染症により制限され
てきた経済活動からの回復が見られますが、資源高や円安、賃上げによ
る人件費負担の増加の影響を想定し２０億円を見込んでおります。

○これらを踏まえ、2024年３月期業績予想につきましては、連結経常利益
２０６億円、親会社株主に帰属する当期純利益１４３億円を見込んでお
ります。

○2024年３月期の普通株式配当金につきましては、期末２５円（年間５０円）
をお支払いさせていただく予定です。
なお、総還元性向は配当と自己株式の取得を合わせ、４０％以上といたし
ます。

中間 期末（予想） 合計

1 2024年３月期 ２５円 ２５円 ５０円
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２．第２四半期（中間期）決算の概況

（１）損益状況
【連結】 （単位：百万円）

前年同期比

1 経常収益 40,328           △  2,392 42,720           

2 24,984           136              24,848           

3 20,536           △  1,095 21,631           

4 6,026            280              5,746            

5 △  1,577 953              △  2,530

6 うち国債等債券損益 △  2,048 2,019            △  4,067

7 16,342           639              15,703           

8 － 162              △  162 

9 2,350            845              1,505            

10 (2,350) (1,007) (1,343)

11 2,149            1,801            348              

12 　－ △  1,061 1,061 

13 200 104 96 

14 貸倒引当金戻入益 72 72               　－ 

15 937              257              680              

16 1,880            △  2,311 4,191            

17 388              11               377              

18 9,570            △  3,481 13,051           

19 △  36 △  22 △  14

20 3                1                2                

21 9,534            △  3,502 13,036           

22 3,002            △  713 3,715            

23 法人税、住民税及び事業税（△） 2,456            △  962 3,418            

24 法人税等調整額（△） 546              249              297              

25 中間純利益 6,532            △  2,788 9,320            

26 △  0 △  12 12               

27 6,532            △  2,775 9,307            

28 与信コスト総額（△） 1,340            678              662              

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

　　　　　　　　　　　＋（その他業務収益－その他業務費用）

　　　２．与信コスト総額は、与信費用に貸倒引当金戻入益・償却債権取立益などの与信関連損益

　　　　　を加味して算出しております。

　　　３．（△）は損失項目です。

（連結対象会社数）

2022年9月末比

1 8                 － 8                

2  －  －  － 

2024年3月期
中間期

貸出金償却（△）

2023年3月期
中間期

2023年9月末 2022年9月末

親会社株主に帰属する中間純利益

株式等関係損益

個別貸倒引当金繰入額（△）

営業経費（△）

連結粗利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

非支配株主に帰属する中間純利益（△）

経常利益

税金等調整前中間純利益

持分法適用会社数

一般貸倒引当金繰入額①（△）

不良債権処理額②（△）

（与信費用①＋②（△））

その他

連結子会社数

償却債権取立益

うち減損損失（△）

法人税等合計（△）

特別損益

その他の不良債権処理額（△）
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【単体】 （単位：百万円）

前年同期比
1 経常収益 35,242          △  2,968 38,210          
2 22,897          98              22,799          

3 （除く国債等債券損益） 24,945          △  1,922 26,867          

4 20,550          △  1,097 21,647          

5 うち貸出金利息 18,005          740             17,265          

6 うち有価証券利息配当金 4,696           △  230 4,926           

7 うち投資信託解約損益 111             △  450 561             

8 うち預金等利息（△） 51              △  6 57              

9 4,433           280             4,153           

10 △  2,086 915             △  3,001

11 国内業務粗利益 23,192          △  30 23,222          

12 （除く国債等債券損益） 25,026          467             24,559          

13 20,605          186             20,419          

14 4,420           281             4,139           

15 △  1,833 △  496 △  1,337

16 （うち国債等債券損益） △  1,833 △  497 △  1,336

17 国際業務粗利益 △  295 127             △  422

18 （除く国債等債券損益） △  81 △  2,389 2,308           

19 △  54 △  1,282 1,228           

20 12              △　1 13              

21 △  253 1,411           △  1,664

22 （うち国債等債券損益） △  214 2,517           △  2,731

23 15,759          117             15,642          

24 人件費（△） 8,599           123             8,476           

25 物件費（△） 6,070           39              6,031           

26 税金（△） 1,089           △  46 1,135           

27 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 7,137           △  19 7,156           

28 うちコア業務純益 9,185           △  2,039 11,224          

29 うちコア業務純益（除く投資信託解約損益） 9,074           △  1,589 10,663          

30 － 157 △  157

31 業務純益 7,137           △  177 7,314           

32 うち国債等債券損益 △  2,048 2,019           △  4,067

33 1,518           △  3,524 5,042           

34 不良債権処理額②（△） 1,964           801             1,163           

35 （与信費用①＋②（△）） (1,964) (958) (1,006)

36 1,795           1,624           171             

37 － △　936 936             

38 － － －

39 その他の不良債権処理額（△） 168             113             55              

40 貸倒引当金戻入益 225             225             －              

41 償却債権取立益 665             92              573             

42 株式等関係損益 1,578           △  2,613 4,191           

43 株式等売却益 1,648           △  2,704 4,352           

44 株式等売却損（△） 2               △  158 160             

45 株式等償却（△） 68              68 －              

46 その他臨時損益 1,013           △  428 1,441           

47 8,655           △  3,701 12,356          

48 △  36 △  22 △  14

49 固定資産処分損益 △  32 △  21 △  11

50 3               1               2               

51 8,619           △  3,723 12,342          

52 2,646           △  855 3,501           

53 法人税、住民税及び事業税（△） 2,078           △  1,091 3,169           

54 法人税等調整額（△） 568             236             332             

55 5,972           △  2,868 8,840           

56 1,074           652             422             

57 7,272           477             6,795           

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、国債等債券損益（債券５勘定尻）控除後の

　　　　　業務純益です。

　　　２．与信コスト総額は、与信費用に貸倒引当金戻入益・償却債権取立益などの与信関連損益

　　　　　を加味して算出しております。

  　　３．顧客向けサービス業務利益は、以下の通りです。

   　 　　顧客向けサービス業務利益＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

　　　４．（△）は損失項目です。

2024年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

経費（除く臨時処理分）（△）

一般貸倒引当金繰入額①（△）

臨時損益

貸出金償却（△）

個別貸倒引当金繰入額（△）

貸出債権譲渡損（△）

経常利益

与信コスト総額（△）

顧客向けサービス業務利益

特別損益

減損損失（△）

税引前中間純利益

法人税等合計（△）

中間純利益
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（２）業務純益（単体）
（単位：百万円）

前年同期比

1 コア業務純益 9,185 △  2,039 11,224 

2 職員一人当たり（千円） 4,304 △  985 5,289 

3 コア業務純益（除く投資信託解約損益） 9,074 △  1,589 10,663 

4 職員一人当たり（千円） 4,252 △  773 5,025 

5 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 7,137 △  19 7,156 

6 職員一人当たり（千円） 3,344 △  28 3,372 

7 業務純益 7,137 △  177 7,314 

8 職員一人当たり（千円） 3,344 △  102 3,446 

（３）利鞘（単体）

前年同期比
（％） （㌽） （％）

1 資金運用利回 （Ａ） 1.00 0.01 0.99 

2 貸出金利回 （Ｂ） 0.98 △  0.01 0.99 

3 有価証券利回 1.10 0.07 1.03 

4 資金調達原価 （Ｃ） 0.62 0.06 0.56 

5 預金等原価 （Ｄ） 0.67 △  0.00 0.67 

6 預金等利回 0.00 △  0.00 0.00 

7 経費率 0.66 △  0.00 0.66 

8 外部負債利回 △  0.01 △  0.01 △  0.00

9 総資金利鞘 （Ａ）－（Ｃ） 0.38 △  0.05 0.43 

10 預貸金利鞘 （Ｂ）－（Ｄ） 0.31 △  0.01 0.32 

前年同期比
（％） （㌽） （％）

1 資金運用利回 （Ａ） 0.90 △  0.02 0.92 

2 貸出金利回 （Ｂ） 0.96 △  0.02 0.98 

3 有価証券利回 0.68 △  0.06 0.74 

4 資金調達原価 （Ｃ） 0.53 △  0.00 0.53 

5 預金等原価 （Ｄ） 0.66 △  0.00 0.66 

6 預金等利回 0.00 △  0.00 0.00 

7 経費率 0.66 △  0.00 0.66 

8 総資金利鞘 （Ａ）－（Ｃ） 0.37 △  0.02 0.39 

9 預貸金利鞘 （Ｂ）－（Ｄ） 0.30 △  0.02 0.32 

（４）有価証券関係損益（単体）
（単位：百万円）

前年同期比

1 国債等債券損益（債券５勘定尻） △  2,048 2,019 △  4,067

2 売却益 297 △  679 976 

3 償還益 － － － 

4 売却損（△） 2,345 △  2,699 5,044 

5 償還損（△） － － － 

6 償却（△） － － － 

（単位：百万円）

前年同期比

1 株式等関係損益（株式３勘定尻） 1,578 △  2,613 4,191 

2 売却益 1,648 △  2,704 4,352 

3 売却損（△） 2 △  158 160 

4 償却（△） 68 68 － 

2024年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

（国内業務部門）

2024年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

2024年3月期
中間期

2024年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

（全体）
2023年3月期

中間期
2024年3月期

中間期
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（５）有価証券の評価損益

　①有価証券の評価基準

売買目的有価証券

満期保有目的有価証券

その他有価証券

子会社株式及び関連会社株式

　②評価損益

（単位：百万円）

2023年
3月末比

1 満期保有目的 △  10 △  6 － 10 △  4  － 4        

2 その他有価証券 △  28,825 △  11,531 15,284   44,109   △  17,294 13,794   31,089   

3 株式　 12,855       834          13,487   631      12,021       12,710   689      

4 債券 △  19,782 △  13,470 491      20,273   △  6,312 999      7,311    

5 その他 △  21,899 1,104        1,305    23,204 △  23,003 84       23,087   

6 合計 △  28,835 △  11,537 15,284   44,120   △  17,298 13,794   31,093   

（単位：百万円）

2023年
3月末比

1 満期保有目的 △  10 △  6 － 10 △  4 － 4        

2 その他有価証券 △  29,347 △  11,258 14,761   44,109   △  18,089 12,999   31,089   

3 株式　 12,333       1,107        12,964   631      11,226       11,916   689 

4 債券 △  19,782 △  13,470 491      20,273   △  6,312 999      7,311 

5 その他 △  21,899 1,104        1,305    23,204   △  23,003 84       23,087 

6 合計 △  29,358 △  11,265 14,761   44,120   △  18,093 12,999   31,093 

評価損

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額（時
　　　　　価）と取得原価との差額を計上しております。

　　　２．純資産の部に計上している「その他有価証券評価差額金」は、2023年9月末 △19,672百万円、2023年
          3月末 △11，899百万円であります。

評価損

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額（時
　　　　　価）と取得原価との差額を計上しております。

　　　２．純資産の部に計上している「その他有価証券評価差額金」は、2023年9月末 △19,435百万円、2023年
          3月末 △11,554百万円であります。

（単体）

2023年9月末 2023年3月末

評価損益 評価損益
評価益

（連結）

2023年9月末 2023年3月末

評価損益 評価損益

評価益

評価損

評価損

時価法（評価差額を損益処理）

償却原価法

時価法（評価差額を全部純資産直入）

原価法

評価益 評価益
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（６）自己資本比率（国内基準）

【算出方法】

（注）バーゼルⅢ最終化について早期適用を行ったため、2023年3月末より、オペレーショナル・

　　　リスク計測方法を、「粗利益配分手法」から「標準的計測手法」に変更しております。

（単位：百万円）

2023年3月末比

1 自己資本比率（2÷8） 12.99%  △ 0.04㌽ 13.03% 

2 自己資本（3－7） 223,684  6,486 217,198  

3 コア資本に係る基礎項目 243,088  6,300 236,788  

4 うち引当金 5,753 948 4,805 

5 一般貸倒引当金 132 △  4 136 

6 適格引当金 5,620 951 4,669 

7 コア資本に係る調整項目 19,404 △  186 19,590   

8 リスク・アセット等 1,721,356  55,703 1,665,653  

9 信用リスク 1,655,741  55,299 1,600,442  

10 オペレーショナル・リスク 65,615 404 65,211 

11 総所要自己資本額（8×4%） 68,854 2,228 66,626 

（単位：百万円）

2023年3月末比

1 自己資本比率（2÷8） 12.16%  △ 0.10㌽ 12.26% 

2 自己資本（3－7） 207,941  5,130 202,811  

3 コア資本に係る基礎項目 224,191  5,423 218,768  

4 うち引当金 2,283 850 1,433 

5 一般貸倒引当金 25 5  20 

6 適格引当金 2,258 846 1,412 

7 コア資本に係る調整項目 16,249 292 15,957   

8 リスク・アセット等 1,708,938  55,963 1,652,975  

9 信用リスク 1,651,085  55,580 1,595,505  

10 オペレーショナル・リスク 57,853 383 57,470 

11 総所要自己資本額（8×4%） 68,357 2,238 66,119 

2023年3月末
2023年9月末
（速報値）

（連結）

（単体）

信用リスク

オペレーショナル・リスク

基礎的内部格付手法

2023年3月末
2023年9月末
（速報値）

標準的計測手法
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（７）ＲＯＥ

（単位：％）

前年同期比

1 5.89  △ 2.10㌽ 7.99 

（単位：％）

前年同期比

1 業務純益ベース（注２） 6.92 0.13㌽ 6.79 

2 中間純利益ベース（注３） 5.79    △ 2.42㌽ 8.21 

中間期では年間に換算し計算しております。

(注３)

（単体）
2024年3月期

中間期

(注２)

2023年3月期
中間期

2024年3月期
中間期（連結）

2023年3月期
中間期

(注１)

親会社株主に帰属する中間純利益ベース（注１）

×100
｛（期首純資産の部合計－新株予約権－非支配株主持分）＋（中間期末純資産の部合計－新株予約権－非支配株主持分）｝÷２

親会社株主に帰属する中間純利益

業務純益
×100

　 ｛（期首純資産の部合計－新株予約権）＋（中間期末純資産の部合計－新株予約権）｝÷２

×100
中間純利益

　 ｛（期首純資産の部合計－新株予約権）＋（中間期末純資産の部合計－新株予約権）｝÷２
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３．貸出金等の状況

（１）リスク管理債権（連結）
＊部分直接償却実施後

＊未収利息計上基準：自己査定ベース

①　リスク管理債権の状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 13,977 △  260 5 14,237 13,972

2 危険債権額 55,834 544 814 55,290 55,020

3 三月以上延滞債権額 － － △  7 － 7 

4 貸出条件緩和債権額 10,327 △  3,648 △  4,031 13,975 14,358

5 合計 80,139 △  3,364 △  3,219 83,503 83,358

6 正常債権額 3,659,695    106,921      200,848      3,552,774    3,458,847    

7 総与信残高 3,739,835    103,558      197,629      3,636,277    3,542,206    

（注）部分直接償却による減少額

　　　2023年9月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権額    12,308百万円

　　　2023年3月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権額    11,192百万円

　　　2022年9月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権額    12,200百万円

2023年3月末比 2022年9月末比
（％） （㌽） （㌽） （％） （％）

8 破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 0.37 △  0.02 △  0.02 0.39 0.39

9 危険債権額 1.49 △  0.03 △  0.06 1.52 1.55

10 三月以上延滞債権額  －  － △  0.00  － 0.00

11 貸出条件緩和債権額 0.27 △  0.11 △  0.13 0.38 0.40

12 合計 2.14 △  0.15 △  0.21 2.29 2.35

13 正常債権額 97.85 0.15 0.21 97.70 97.64

14 総与信残高 100.00  －  － 100.00 100.00

②　貸倒引当金等の状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 貸倒引当金合計 27,707 △  550 △  1,399 28,257 29,106

2 一般貸倒引当金 10,537 △  624 △  765 11,161 11,302

3 個別貸倒引当金 17,170 75 △  634 17,095 17,804

4 特定海外債権引当勘定  －  －  －  －  － 

2022年9月末

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

2022年9月末2023年3月末2023年9月末

2023年9月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

総
与
信
残
高
比

2023年3月末
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（２）リスク管理債権（単体）
＊部分直接償却実施後

＊未収利息計上基準：自己査定ベース

①　リスク管理債権の状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 14,417 △  285 △  72 14,702 14,489

2 危険債権額 55,834 544 814 55,290 55,020

3 三月以上延滞債権額 － － △  7 － 7 

4 貸出条件緩和債権額 9,491 △  3,049 △  3,155 12,540 12,646

5 合計 79,743 △  2,791 △  2,420 82,534 82,163

6 正常債権額 3,678,229    107,805      203,346      3,570,424    3,474,883    

7 総与信残高 3,757,973    105,015      200,926      3,652,958    3,557,047    

（注）部分直接償却による減少額

　　　2023年9月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権額    10,906百万円

　　　2023年3月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権額     9,808百万円

　　　2022年9月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権額    10,948百万円

2023年3月末比 2022年9月末比
（％） （㌽） （㌽） （％） （％）

8 破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 0.38 △  0.02 △  0.02 0.40 0.40

9 危険債権額 1.48 △  0.03 △  0.06 1.51 1.54

10 三月以上延滞債権額 － － △  0.00 － 0.00 

11 貸出条件緩和債権額 0.25 △  0.09 △  0.10 0.34 0.35

12 合計 2.12 △  0.13 △  0.18 2.25 2.30

13 正常債権額 97.87 0.13 0.18 97.74 97.69

14 総与信残高 100.00  －  － 100.00 100.00

②　貸倒引当金等の状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 貸倒引当金合計 24,875 △  649 △  1,391 25,524 26,266

2 一般貸倒引当金 8,654 △  635 △  717 9,289 9,371

3 個別貸倒引当金 16,220 △  14 △  674 16,234 16,894

4 特定海外債権引当勘定  － － － － －

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

総
与
信
残
高
比

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末
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（３）金融再生法開示債権（単体）
＊部分直接償却実施後

  ①　金融再生法開示債権の状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 14,417       △  285 △  72 14,702       14,489       

2 危険債権額 55,834       544          814          55,290       55,020       

3 要管理債権額 9,491        △  3,049 △  3,162 12,540       12,653       

4 小計　① 79,743       △  2,791 △  2,420 82,534       82,163       

5 （合計債権残高に占める比率） (2.12%) (△  0.13㌽) (△  0.18㌽) (2.25%) (2.30%)

6 正常債権額 3,678,229    107,805      203,346      3,570,424    3,474,883    

7 合計 3,757,973    105,015      200,926      3,652,958    3,557,047    

（注）部分直接償却による減少額

 2023年9月末：10,906百万円、2023年3月末：9,808百万円、2022年9月末：10,948百万円

  ②　金融再生法開示債権の保全状況
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 65,033       △  759 △  584 65,792       65,617       

2 貸倒引当金 15,304       △  570 △  863 15,874       16,167       

3 担保・保証等 49,729       △  188 280          49,917       49,449       

4 保全率　②／① 81.5% 1.8㌽ 1.7㌽ 79.7% 79.8% 

＜2023年9月末＞ （単位：百万円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 危険債権 要管理債権 合計

1 債権額(A) 14,417       55,834       9,491        79,743       

2 14,045       33,437       2,246        49,729       

3 371          22,397       7,244        30,013       

4 371          13,735       1,196        15,304       

5 100.0% 61.3% 16.5% 50.9% 

6 100.0% 84.4% 36.2% 81.5% 

＜2023年3月末＞ （単位：百万円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 危険債権 要管理債権 合計

1 債権額(A) 14,702       55,290       12,540       82,534       

2 14,235       32,508       3,173        49,917       

3 467          22,781       9,367        32,616       

4 467          13,654       1,753        15,874       

5 100.0% 59.9% 18.7% 48.6% 

6 100.0% 83.4% 39.2% 79.7% 

＜2022年9月末＞ （単位：百万円）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 危険債権 要管理債権 合計

1 債権額(A) 14,489       55,020       12,653       82,163       

2 14,168       31,515       3,765        49,449       

3 321          23,504       8,888        32,713       

4 321          14,080       1,766        16,167       

5 100.0% 59.9% 19.8% 49.4% 

6 100.0% 82.8% 43.7% 79.8% 保全率(B＋D)／(A)

保全率(B＋D)／(A)

担保・保証等(B)

(B)によりカバーされていない部分
(C)＝(A)－(B)

対象債権に対する貸倒引当金(D)

引当率(D)／(C)

保全率(B＋D)／(A)

担保・保証等(B)

(B)によりカバーされていない部分
(C)＝(A)－(B)

対象債権に対する貸倒引当金(D)

引当率(D)／(C)

保全額　②

担保・保証等(B)

(B)によりカバーされていない部分
(C)＝(A)－(B)

対象債権に対する貸倒引当金(D)

引当率(D)／(C)

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末
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（４）開示債権における各種基準の比較（単体）

　＜2023年9月末＞

担保・

保証等

による

保全額

破綻先 破産更生債権

15 3 12 － － 及びこれらに

(1) (－) 準ずる債権

144 140 3 100.0%

実質破綻先

128 119 9 － －

(2) (－)

破綻懸念先 危険債権

558 396 74 86 558 334 137 84.4%

(137)

要管理先 三月以上

114 22 92 延滞債権 － 22 11 36.2%

貸出条件

緩和債権　　　 94

小計(A)

要管理先 797 497 153 81.5%

以外の

要注意先

4,139 1,121 3,018 正常債権

36,782

正常先

32,312 32,312

合計 総与信(B)

37,268 33,975 3,206 86 － 37,579 総与信に占める

(141) (－) 金融再生法開示

債権の割合

(A)÷(B)　2.27%2.12%

（注）１．対象債権
　　　　　貸出金、支払承諾見返、外国為替、銀行保証付私募債、未収利息及び貸出金に準ずる仮払金等を対象とし
　　　　　ております。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　２．要管理債権と要管理先債権の違いについて
　　　　　要管理債権は貸出債権単位の集計であり、要管理先債権は要管理債権を有する債務者への総与信の集計で
　　　　　あります。　　　　
　　　３．破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先の自己査定結果における分類額
　　　　　　非分類額　　：引当金、優良担保（預金等）・優良保証（信用保証協会等）等でカバーされている債権
　　　　　　Ⅱ分類額　　：不動産担保等一般担保・保証等でカバーされている債権
　　　　　　Ⅲ・Ⅳ分類額：全額または必要額について償却・引当を実施、引当済分は非分類に計上
　　　　　　　　　　　　　（破綻先及び実質破綻先については全額償却・引当済）
　　　４．自己査定結果における（　）内は、分類額に対する引当額であります。

要
注
意
先

要
管
理
債
権

（単位：億円）

自己査定結果 金融再生法開示債権及びリスク管理債権

分類

区分
与信残高

引当額 保全率
債務者区分

非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類与信残高
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（５）業種別貸出状況等（単体）

①業種別貸出金
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

国内店分

（除く特別国際金融取引勘定）

2 製造業 459,927     804         40,668      459,123     419,259     

3 農業、林業 1,851       △  65 78          1,916       1,773       

4 漁業 592         △  0 △  9 592         601         

5 鉱業、採石業、砂利採取業 3,247       △  76 △  96 3,323       3,343       

6 建設業 140,490     △  1,381 2,423       141,871     138,067     

7 電気・ガス・熱供給・水道業 76,681      4,468       8,237       72,213      68,444      

8 情報通信業 20,607      △  623 1,589       21,230      19,018      

9 運輸業、郵便業 103,907     3,744       6,439       100,163     97,468      

10 卸売業、小売業 371,239     14,571      11,420      356,668     359,819     

11 金融業、保険業 114,591     12,549      15,856      102,042     98,735      

12 不動産業、物品賃貸業 649,383     31,311      68,110      618,072     581,273     

13 各種サービス業 302,895     7,428       10,558      295,467     292,337     

14 地方公共団体 421,104     11,280      △  4,146 409,824     425,250     

15 その他 1,048,660   21,305      42,056      1,027,355   1,006,604   

②業種別リスク管理債権
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

国内店分

（除く特別国際金融取引勘定）

2 製造業 16,897 △  902 1,293       17,799 15,604

3 農業、林業 44 △  4 △  13 48 57

4 漁業 45  －  － 45 45

5 鉱業、採石業、砂利採取業 －  －  －  －  － 

6 建設業 6,634 △  331 24          6,965 6,610

7 電気・ガス・熱供給・水道業 58 △  3 △  7 61 65

8 情報通信業 397 △  35 △  246 432 643

9 運輸業、郵便業 2,555 △  1,148 △  1,766 3,703 4,321

10 卸売業、小売業 15,063 1,232       △  10 13,831 15,073

11 金融業、保険業 1 △  0 △  1 1 2

12 不動産業、物品賃貸業 15,028 △  1,978 △  2,418 17,006 17,446

13 各種サービス業 17,939 120         1,146       17,819 16,793

14 地方公共団体 － － － － － 

15 その他 5,028 212         △  471 4,816 5,499

（注１）対象債権は貸出金のみ。

（注２）正常債権を含んでおりません。

1

1 79,694 △  2,839 △  2,469

2023年3月末

3,609,859   3,511,991   

82,533 82,163

2022年9月末

2022年9月末

2023年9月末

2023年9月末

2023年3月末

3,715,174   105,315     203,183     
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（６）消費者ローン残高（単体）
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 消費者ローン残高 1,211,952   26,314      54,547      1,185,638   1,157,405   

2 住宅ローン残高 992,109     20,223      38,905      971,886     953,204     

3 その他ローン残高 219,843     6,092       15,642      213,751     204,201     

（７）中小企業等貸出比率（単体）
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 中小企業等貸出金残高 2,794,214   76,557      164,223     2,717,657   2,629,991   

2 中小企業等貸出比率 75.2%  △ 0.0㌽ 0.4㌽ 75.2% 74.8% 

（８）預金等、貸出金の残高（単体）
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 預金等 4,682,528   68,294      85,316      4,614,234   4,597,212   

2 預金 4,619,017   77,706      78,936      4,541,311   4,540,081   

3 譲渡性預金 63,511      △  9,412 6,381       72,923      57,130      

4 貸出金 3,715,174   105,315     203,183     3,609,859   3,511,991   

（単位：百万円）

前期比 前年同期比

5 預金等 4,703,490   54,443      41,017      4,649,047   4,662,473   

6 預金 4,629,043   47,199      37,841      4,581,844   4,591,202   

7 譲渡性預金 74,446      7,243       3,175       67,203      71,271      

8 貸出金 3,668,217   142,462     189,386     3,525,755   3,478,831   

（９）預かり資産残高（単体）
（単位：百万円）

2023年3月末比 2022年9月末比

1 預かり資産残高 156,821     7,284       15,184      149,537     141,637     

2 投資信託 153,024     7,098       15,000      145,926     138,024     

3 国債等 3,797       187         184         3,610       3,613       

（残高） 2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

（平残）
2024年3月期

中間期
2023年3月期

2023年3月期
中間期

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

2023年9月末 2023年3月末 2022年9月末

（株）紀陽銀行（8370）　2024年３月期　第２四半期決算短信

19



２０２４年３月期　第２四半期（中間期）決算トピックス ２０２３年１１月１３日

株式会社　紀陽銀行

１．「銀行の本業で稼ぐ力」を示す顧客向けサービス業務利益は堅調に推移し、前年
同期比４億円の増加。

３．株主還元方針に定める総還元性向を３０％以上から４０％以上へ変更。
当期の１株当たりの年間配当金を４０円から５０円へ増配。
中間配当２５円を実施。期末配当予想を２５円に変更（年間５０円配当へ変更）。

２．本業が順調であることなどから、第６次中期経営計画最終年度の目標指標は全て
達成の見込み。

（注） 将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の金額等は様々な要因により大きく異なる
可能性があります。

（単位：百万円）

前年同期比

顧客向けサービス業務利益 6,214 6,795 7,272 477

2024年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

2022年3月期
中間期

＜株主還元方針＞

地域金融機関としての公共性に鑑み、長期的に安定した経営基盤の確保や財務体質強化を目的と

する適切な内部留保蓄積と株主還元強化の両立を目指し、株主還元を行ってまいります。

総還元性向は、配当と自己株式の取得を合わせ、４０％以上といたします。

2024年3月期計画

（最終年度）

1
顧客向けサービス
業務利益＜単体＞

124億円 139億円 72億円 100億円以上

2 本業ＯＨＲ＜単体＞ 70.5% 67.6% 67.6% 75％以下

3
親会社株主に帰属する
当期（中間）純利益＜連結＞

154億円 39億円 65億円 125億円以上

4 ＲＯＥ＜連結＞ 6.4% 1.7% 5.9% 5％以上

目標とする経営指標
2024年3月期
中間期実績

2023年3月期実績2022年3月期実績

年間配当金 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

中間 ー 20円 25円

期末 40円 20円 25円

合計 40円 40円 50円

中間配当金総額 ー 1,313百万円 1,642百万円



２０２４年３月期　第２四半期（中間期）決算について ２０２３年１１月１３日

＜業績概要（単体）＞

＜顧客向けサービス業務利益＞ ＜自己資本比率＞

株式会社　紀陽銀行

（注） 業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。

○当中間期の経営成績につきましては、本業での収益である貸出金利息や役務取引等利益が増加した一方
で、株式等関係損益が減少したことなどから、経常利益は前年同期比３７億円減少の８６億円、中間純
利益は前年同期比２８億円減少の５９億円となりました。

○「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置付けている顧客向けサービス業務利益につきましては、
貸出金が増加したことや、役務取引等利益が増加したことなどから、前年同期比４億円増加の７２億円
となり、本業は堅調に推移しました。
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※顧客向けサービス業務利益

＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

（単位：百万円）

前年同期比

1 22,897 98           22,799 

2 20,550 △  1,097 21,647 

3 うち貸出金利息 18,005 740          17,265 

4 うち有価証券利息配当金 4,696 △  230 4,926 

5 うち投資信託解約損益 111 △  450 561 

6 うち預金等利息（△） 51 △  6 57 

7 4,433 280          4,153 

8 うち役務取引等収益 7,545 460          7,085 

9 うち役務取引等費用（△） 3,112 181          2,931 

10 △ 2,086 915          △ 3,001 

11 うち国債等債券損益 △ 2,048 2,019        △ 4,067 

12 15,759 117          15,642 

13 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 7,137 △  19 7,156 

14 うちコア業務純益 9,185 △  2,039 11,224 

15 うちコア業務純益（除く投資信託解約損益） 9,074 △  1,589 10,663 

16 － 157          △ 157 

17 業務純益 7,137 △  177 7,314 

18 1,518 △  3,524 5,042 

19 1,964 801          1,163 

20 うち貸倒引当金戻入益 225 225          － 

21 うち償却債権取立益 665 92           573 

22 1,578 △  2,613 4,191 

23 経常利益 8,655 △  3,701 12,356 

24 △ 36 △  22 △ 14 

25 2,646 △  855 3,501 

26 中間純利益 5,972 △  2,868 8,840 

27 与信コスト総額（△） 1,074 652          422 

28 7,272        477          6,795        

2024年3月期
中間期

2023年3月期
中間期

業務粗利益　

資金利益

役務取引等利益

うち株式等関係損益

特別損益

法人税等（△）

顧客向けサービス業務利益

その他業務利益

経費（△）

一般貸倒引当金繰入額（△）

臨時損益

うち不良債権処理額（△）
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株式会社　紀陽銀行

＜貸出金残高＞ ＜貸出金利息・貸出金利回 ＞

＜預金等＞ ＜預かり資産残高＞
　
　

＜役務取引等収益＞ ＜経費・本業ＯＨＲ＞

＜コア業務純益・経常利益・中間純利益＞ ＜ＲＯＥ（連結）　親会社株主に帰属する中間純利益ベース＞
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※除く投資信託解約損益
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